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５月臨時会付議事件 

         

１ 市長提出議案 

         

〔令和６年５月10日付託〕 
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１ 出席委員氏名 

 

  委員長 樋󠄀口伸一郎    

  副委員長 成冨牧男    

  委員 中川原豊志    

  委員 西依義規      

  委員 田村弘子 

  委員 牧瀬昭子 

 

２ 欠席委員氏名 

 

  委員 緒方俊之 

 

３ 説明のため出席した者の職氏名 

 

健康福祉みらい部長 古賀達也 

地域福祉課長 林康司 

スポーツ文化部長 石丸健一 

スポーツ振興課長 小川智裕 

教育部長 姉川勝之 

教育総務課長 佐藤正己 

教育総務課長補佐兼総務係長 西木純子 

教育総務課長補佐兼教育支援係長 辻亮子 

学校教育課長 井手崇雄 

学校教育課参事兼課長補佐兼教育指導係長兼指導主事 権藤暢道 

教育部次長兼生涯学習課長兼図書館長 牛嶋英彦 

生涯学習課図書係長 中溝雄二 

生涯学習課図書係主査 竹末千秋 

 

４ 出席した議会事務局職員の職氏名 

 

  議事調査係主任 古賀隆介 
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５ 日程 

 

  審査日程の決定 

教育部審査 

   議案乙第16号令和６年度鳥栖市一般会計補正予算（第１号） 

〔説明、質疑〕 

 議案審査 

   議案乙第16号令和６年度鳥栖市一般会計補正予算（第１号） 

〔総括、採決〕 

  報告（スポーツ振興課） 

   市民公園整備基本計画における体育施設について 

〔報告、質疑〕 

 

６ 傍聴者 

 

  なし 

 

７ その他 

 

  なし  
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  午前10時29分開会 

                                          

樋󠄀口伸一郎委員長 

ただいまから、令和６年５月臨時会の文教厚生常任委員会を開会いたします。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  審査日程の決定 

          

樋󠄀口伸一郎委員長 

それではまず、委員会の審査日程についてお諮りをいたします。 

お手元にあらかじめ正副委員長協議の上、審査日程案を配付いたしております。 

付託議案は乙議案１件でございます。 

なお、スポーツ振興課より議案外の報告の申出が１件あっております。 

審査日程につきましては、本日１日間といたしまして、審査日程の決定後、教育部関係議

案の審査を行いたいと考えております。 

審査終了後、総括及び採決、その後、議案外の報告をお受けしたいと思います。 

審査日程については、以上のとおり決したいと思っておりますが、よろしいでしょうか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。 

よって、委員会の日程につきましては、お手元に配付のとおりと決しました。 

それでは、執行部の準備のため暫時休憩をいたします。 

                                          

  午前10時30分休憩 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  午前10時31分開会 

                                            

樋󠄀口伸一郎委員長 

再開いたします。 
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∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                            

  教育部                                     

                                            

   議案乙第16号令和６年度鳥栖市一般会計補正予算（第１号） 

                                            

樋󠄀口伸一郎委員長 

これより教育部関係議案の審査を行います。 

議案乙第16号令和６年度鳥栖市一般会計補正予算（第１号）を議題といたします。 

執行部の御説明を求めます。 

姉川勝之教育部長 

皆さんおはようございます。 

本日、御審査いただく内容につきましては、小中学校のＩＣＴ環境整備、これは電子黒板

等の更新等が主なものになっております。 

それと図書館関係について、これも小中学校の図書館及び市立図書館のＤＸ事業というこ

とで御審査のほうをお願いいたします。 

詳細につきましては、各課長のほうから説明いたしますので、よろしくお願いいたします。 

佐藤正己教育総務課長 

おはようございます。 

それでは、議案乙第16号令和６年度鳥栖一般会計補正予算（第１号）中、教育部関係議案

の委員会資料により説明申し上げます。 

最初に、２ページを全部説明申し上げまして、その後に３ページ以降の主要事項説明の内

容を説明させていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

委員会資料の２ページをお願いいたします。 

歳入でございます。 

款16国庫支出金、項２国庫補助金、目５教育費国庫補助金、節１教育総務費国庫補助金、

公立学校情報機器整備費補助金につきましては、市立小中学校ネットワークアセスメント及

び通信関係の追加構築に係る事業に対する国庫補助金でございます。 

続きまして、歳出の説明をいたします。 

款10教育費、項１教育総務費、目３学校教育事務局費、節11役務費は、市立小中学校ネッ

トワーク通信環境追加構築のＮＴＴ回線使用料等でございます。 

節12委託料、塵芥収集委託料は既存電子黒板の処分・撤去に係る委託料でございます。 
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ネットワーク環境改善委託料につきましては、小中学校ネットワークアセスメント業務、

小中学校情報通信ネットワーク環境構築業務に係る費用でございます。 

システム導入委託料につきましては、市立小中学校図書館システム導入等業務、保護者連

絡システム導入業務に係る費用でございます。 

節13使用料及び賃借料は保護者連絡システム使用料でございます。 

予定では令和６年10月から令和７年３月までのシステム使用料を計上いたしております。 

節14工事請負費は、市立小中学校の通信回線工事費でございます。 

節17備品購入費は、市立小中学校に電子黒板を購入する費用を計上いたしております。 

牛嶋英彦教育部次長兼生涯学習課長兼図書館長 

その下、項４社会教育費、目３図書館費について御説明いたします。 

節12委託料につきましては、現在運用いたしております、図書館システムが更新時期を迎

えているため、国のデジタル田園都市国家構想交付金を活用し、市立図書館と市立小中学校

図書館が連携できる図書館システムを導入するものでございます。 

節13使用料及び賃借料につきましては、新システムの導入作業が来年３月までかかると見

込まれることから、それまでの既存システムの再リース費用でございます。 

補正予算の詳細につきましては、主要事項説明書により御説明をいたします。 

佐藤正己教育総務課長 

それでは、委員会資料３ページをお願いいたします。 

小中学校ＩＣＴ環境整備事業でございます。 

事業目的は国のＧＩＧＡスクール構想の推進、個別最適な学びと協働的な学びの充実、児

童生徒の情報活用能力向上のため、ＩＣＴを整備し、併せて教員の慢性的な業務負担の軽減

による教育環境の改善を図るものです。 

それでは、事業内容の説明を行います。 

１項目め、電子黒板の更新でございます。購入見込み台数は364台でございます。内訳とい

たしまして、小学校260台、中学校104台を購入予定でございます。費用といたしましては、

１億1,648万円を計上いたしております。 

次に、既存電子黒板の撤去でございます。小学校214台、中学校81台の計295台分を処分・

撤去の費用として172万8,000円を計上いたしております。 

２項目め、保護者連絡システムでございます。現在でも小中学校で使用料がかからない保

護者連絡システムを使用しておりますが、様々な広告が流れていることや、サービス停止に

なってからでは対応が遅くなることから、今回、おたより等のデジタル配信、欠席・遅刻連

絡、アンケート管理機能、健康連絡管理機能を持ったシステムを導入し、安定的な運営を行
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い、教職員の負担軽減を図るものでございます。 

導入に係る初期設定費用として165万円、システム使用料87万2,000円を計上いたしており

ます。 

３項目め、小中学校ネットワークアセスメント及び通信関係の追加構築事業でございます。 

市立小中学校のネットワークアセスメント事業として1,200万円、通信環境の追加構築等経

費として525万8,000円を計上いたしております。 

事業内容といたしましては、市立小中学校で現在でも一斉にタブレットを使うときに、障

害が発生する状況にありますので、その原因等を確認するためのアセスメント等を行うもの

でございまして、内容といたしましては、回線の速度調査、ネットワーク構成の確認を行い

まして、その後の報告書作成及び改善方法の検討を行ってもらうものであります。 

併せましてその後、通信環境の追加構築として小中学校の通信環境の構築を行い、情報通

信回線工事費、ＮＴＴ回線使用料等を計上しているところでございます。 

電子黒板更新事業、保護者連絡システムにつきましては、デジタル田園都市国家構想交付

金を活用した事業でございます。 

小中学校のネットワークアセスメント及び通信関係の追加構築事業は公立学校情報機器整

備費補助金を活用した事業となっております。 

以上でございます。 

牛嶋英彦教育部次長兼生涯学習課長兼図書館長 

次のページをお願いいたします。 

図書館ＤＸ事業について御説明をいたします。 

今回導入いたしますシステムにつきましては、市立図書館及び市立小中学校図書館のＤＸ

を推進し、図書館利用者に対するサービスの充実を図るため、新たな機能として市民交流図

書アプリ機能、ＡＩを活用した利用者へのレコメンド機能、児童生徒のタブレットを活用し、

学校図書館だけではなく、市立図書館の蔵書情報やお勧め本を検索できる機能などを加える

ことといたしております。 

事業費の内訳につきましては、市立図書館図書館システム導入等経費が１億5,025万1,000

円。市立小中学校図書館システム導入等経費が2,818万2,000円となっております。 

以上で、議案乙第16号令和６年度一般会計補正予算（第１号）中、教育部関係予算の説明

を終わります。 

よろしく御審議いただきますようお願い申し上げます。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

ありがとうございました。 
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執行部の御説明が終わりました。これより質疑を行います。 

御質疑のある方は挙手にて御発言をお願いします。 

成冨牧男委員 

最初に、この議案をこの臨時議会で出された理由を説明いただけますか。 

佐藤正己教育総務課長 

このデジタル田園国家構想交付金の事業が年度内完了ということになっております。 

それでやっぱり図書館のシステム等の構築をするには早くから対応していきたいというこ

とと、あと、電子黒板につきましては、なるべく早く学校現場のほうに配置したいと思いま

して、そうすると、長期休業中を目標に機器の更新等を考えているところでございます。 

そうすると夏休みにできれば、早ければ９月からとかしたいというふうに考えております。 

そうしますと、やはり期間的に６月議会とかでは遅くなる可能性があるということで、今

回臨時議会に諮ったところでございます。 

成冨牧男委員 

もう少し付け加えて質問すればよかったんですけど、逆に３月には間に合わなかった理由

があるのであればそれを教えてください。 

佐藤正己教育総務課長 

デジタル田園交付金の内示が４月になってからでありましたので、交付申請等が４月に終

わった状況でございます。 

ですので、３月では全然そういった状況にありませんでしたので、今回の形になっており

ます。 

成冨牧男委員 

分かりました。 

続けて簡単な質問です。それでは、電子黒板について、更新はいいことだと思うんですけ

ど、特別教室なんかでまだついていないところがあるようにも聞いています。 

まずその確認ですが、もしそういうところがあったら、今回そういうところはどうされる

のか。 

佐藤正己教育総務課長 

実際、一部、特別支援の教室に入っていないところがありますが、今回その分全て含めて

購入する予定でございます。 

成冨牧男委員 

特別教室は全て満たされていますか。 

佐藤正己教育総務課長 
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特別教室、音楽室とかそういうところにも全て入れる形を予定しております。 

成冨牧男委員 

分かりました。 

それとあと１つは、図書館の分ですけど、学校の司書さんというのは基本的に１人ですよ

ね。 

いろいろ準備するときに、司書さんの負担を増さないようにしてもらわないといけないん

じゃないかと思っているわけですけど。 

そういうところは基本的に業者さんがされるんですか。 

佐藤正己教育総務課長 

図書システムの構築をする場合に、やっぱり蔵書のデータベース化っていう、基礎データ

を作成する部分があります。 

その部分につきましては、どうしても図書館の司書補さんにお願いする形になっておりま

して、実際もうこの内示が出た段階で１回全員にお集まりいただきまして、事業の内容説明

は一応しております。 

今後、具体的な部分につきましては、また司書補さんたちと協議をしながら、一番最適な

やり方をやっていって、負担がかからないよう対応していきたいと考えております。 

成冨牧男委員 

小中学校のＩＣＴのほうですけど、この事業で電子黒板と保護者連絡システム、それから、

３番の小中学校ネットワークアセスメント云々ですよね。 

この契約はどのようにされるのか。 

それから事業者はこの３つ一括なのか、それぞれなのか。 

佐藤正己教育総務課長 

導入につきましては、プロポーザルで、電子黒板等はこちらが求める必要な部分がありま

すので、プロポーザルを実施していきたいと思っておりまして、電子黒板、それから保護者

連絡システムはそれで行います。 

実際ネットワーク関係につきましては、鳥栖市のネットワーク環境を担当している事業者

さんがおられますので、そちらのほうに今は委託をしようとは考えております。 

成冨牧男副委員長 

今、３番目についてはプロポーザルじゃなくて、今おられる事業者さんにお願いされる。 

もう既に事業をやっている事業者さんにお願いするっていう意味ですか。 

辻亮子教育総務課長補佐兼教育支援係長 

ネットワークアセスメントについては、入札を行って、その結果、通信環境追加構築とか
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改善の方法が決まった後の対応については、今、学校等で通信環境等を実施していただいて

いる業者さんにやっていただかなくちゃいけないところについては、そこにお願いしたいと

いうふうに考えています。 

成冨牧男委員 

入札だということですね。 

この保護者連絡システムの導入について、現状はこうなんだけど、それがこんなに便利に

なりますっちゅうか、教員からいうたら省力化されますとか、そういうのが多分あるんだと

思いますが。 

現状はこうなんですよっていうところも併せて説明していただけたらと思います。 

井手崇雄学校教育課長 

現状につきましては、市内の12校フリーの無料のアプリケーションを使っております。 

現状もメール配信、それから添付ファイルでのＰＤＦの配信、それからアンケート機能等

ございますが、まずはフリーであることで今後、継続性が担保できないというところが一つ

ございますし、また、機能面で業者の広告等も表示される場合がございます。 

一つ懸念がございますのは、福岡市で、昨年度コロナの治験の募集で、学校現場にとって

は不適切な募集広告が入ったっていうような事案もございます。そういった点で危惧をして

おりました。 

また、アンケート機能も各学校使用しておりますが、質問項目が限定されるなど、やはり

無料ですので、そういったところで使い勝手の悪い部分はございました。現状でいえばそう

いうところかなと思います。 

新たな機能で目をみはる点は、例えば、多言語化に対応して、12か国語の対応ができるっ

ていう点であったり、アンケート機能も制限なく配信ができたりとか、また今は、災害時の

緊急対応なんか特にですけれども、市教委で大雨等で休校なりの判断をした場合は、朝の五、

六時にもうこちらに来庁して、市教委で判断をして、それを教頭、校長に流して、今度は主

に教頭が学校または自分のスマホから流すというようなやり方を取っておったんですけれど

も。 

今後、新たに導入をした暁には、市教委からもちろん学校にも流せますし、市教委から直

接保護者にそういう情報を配信できるということで、学校現場にとっては、かなり負担の軽

減になるものと考えております。 

成冨牧男委員 

今の話を聞くと、早くせんといかんよねっていう感じがしたんですけど。 

今まではそういうふうにフリーのソフトでしとったということ。 
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情報漏えいとかも含めて、非常に危ういなというふうに思いましたので、そこんところは

早くしないといけないなと思いました。 

以上です。終わります。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

ほかにございませんか。 

牧瀬昭子委員 

まず、成冨議員からの御質問の中での関連で質問ですけれども、先ほど、学校司書さんの

負担の軽減という話の中で、事業の内容の説明などを行いましたということでしたが、司書

の方々や学校で使われている方とか、その方たちの意見っていうのはどんなものが出て、そ

れをどのように活用しようとしているのかっていうのがあれば教えてください。 

辻亮子教育総務課長補佐兼教育支援係長 

今回図書システムを導入するに当たって、昨年度中に学校の司書さんたちとか、あと市立

図書館の司書の方とかにも現状の問題点とかについていろいろ御意見等を伺いました。 

その御意見の中で一番多かったのが、中学校にシステムが入っていないので、小学校では

バーコードでピッとするだけだったのが、中学校では子供たちが書かないといけないことが

一つ、読書を推進するのにネックになっているのではないかというのがありましたので、シ

ステムを入れてほしいというところが大きかったです。 

小学校は結構、子供さんたちが授業でも本を借りられるというものもあるので、中学校ほ

どの子供たちの負担にはなっていないと思うけれども、やはり推進していくにはそういう機

能が備わっていると、推進にはなるのではないか、という御意見がありました。 

牧瀬昭子委員 

ありがとうございます。 

具体的に中学校とか小学校でそれぞれ必要とするシステムが違うと思いますので、それぞ

れの司書の方々の御意見というのが、今、使っているもののここは使い続けたいとか、新し

くなるのはもっと使いやすくしてほしいとか、使いにくくならないようにというのが御要望

として出ているのかなと思うんですけれども。 

その辺りについてはもう改善していきますとか、それは盛り込もうとしていますとかって

いうことでよろしかったですか。 

辻亮子教育総務課長補佐兼教育支援係長 

システムの中身につきましては、現状できている機能がちゃんと継続して使えるようにと

いうものが御意見として頂きました。 

今回そのことは、契約をする事業者さんにはそこができるようにして、もっと使いやすく
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できるところは、現場の声を聞きながら、改善をできるようにしたいということで伝えたい

と思っております。 

牧瀬昭子委員 

ありがとうございます。 

現場の声が届けられるということで大変よかったなと思います。 

続きまして、先ほど電子黒板のプロポーザルの話が成冨委員の質問の中で出ていたんです

けれども、プロポーザルの中で求めることを要求していきたいというお話だったと思うんで

すけど、重要視されている中身について、それを教えていただけますでしょうか。 

佐藤正己教育総務課長 

現在導入しております電子黒板につきましては、平成26年、27年当時の分で、最近では画

面自体が分割できるとか、例えば、グループ討議をした意見を電子黒板に表示できるとか、

児童の答えとか、そういうものも全部出せたりとかですね。 

今までは片一方だけの機能しかないんですが、双方向でやり取りができるような電子黒板

等を導入したいと考えて、いろんな機能がいろんな業者さん、メーカーから出ておりますの

で、そういった部分の中で、市のプロポーザルの中で最適っていうものを導入したいと考え

ております。 

牧瀬昭子委員 

改めて進化を感じるところでありますが、その辺りの使い勝手のよさとか、これからもっ

とこういうふうに導入してほしいみたいな話っていうのは、事業者さんの話を聞いた上で、

現場の方々への御案内も併せて、御意見の聴取とかっていうのは、どのようになされました

でしょうか。 

辻亮子教育総務課長補佐兼教育支援係長 

今回は電子黒板ですけれども、電子黒板に限らず、小中学校の現状のＩＣＴの環境につい

て、現状と要望というか御意見を伺う機会を設けさせていただきまして、電子黒板について

は、やはり今、使っていただいている電子黒板が結構年数がたっていますので、更新をして

ほしいという御意見をどこの学校からも伺っておりました。 

それ以外にもタブレットとか、ネットワークのこととか、全体的にいろいろと御意見を頂

きまして、それを加えたところで今回の補助金を活用した更新を行いたいと考えているとこ

ろです。 

牧瀬昭子委員 

ありがとうございます。 

平成26年から使ってということで、今回最新の導入ということだと思うんですけど、今回
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導入して、どのぐらい使う期間として考えておられるのか。 

システムをどんどん更新していけば、もうかなり長く使えるものなのか、それともある一

定の期間で次を考えなきゃいけないのか、その辺りのスパンを教えていただけますか。 

辻亮子教育総務課長補佐兼教育支援係長 

電子黒板の耐用年数自体が５年程度といわれているんですけれども、今、学校で使ってい

ただいている電子黒板がもう全く使えなくなっているというわけではないんです。 

ただ、耐用年数は経過しているので、今回導入するものについても耐用年数程度は使って

いきたいと考えているので、そのときの状況でまた更新を――全体的にもう使えないほど劣

化が激しいとかする場合はやはり更新が必要ではないかと考えているんですけれども、現時

点では耐用年数をめどに検討してきたいと考えております。 

牧瀬昭子委員 

分かりました。ありがとうございます。 

５年ということでかなり短いんだなというのが印象としてありました。 

現在もう８年経過しているものがあるということですね。 

ですので、学校の中でも電子黒板が奥のほうに、隅に追いやられるような光景も見られま

して、使えなくなっていくのが順々に出てくるような状況にあるのかなと思うので、その辺

りも現場の声を反映させながら、導入のタイミングとかを今後も図っていただきたいなと思

います。 

続きまして、図書館のＩＣＴのことについてですけれども、レコメンド機能がつくという

ことで、大変進む機能だなとは思うんですけれども、一方で司書さんたちのレファレンス力

っていうのもやっぱりこれが相対するところがあるかなと思うんですけど。 

その辺りの司書さんたちの御意見とか、司書さんとのやり取りの中で、レコメンド機能の

よさと今後の使い方とか、司書さんたちの思いとかというのがもしあれば教えていただけま

すか。 

牛嶋英彦教育部次長兼生涯学習課長兼図書館長 

先ほど辻課長補佐からも申し上げたとおり、事前に司書さんたちの御意見などをお伺いし

ているところでございます。 

このレコメンド機能については、司書さんのほうからは特に意見というものはなかったと

いうふうに聞いておりますけれども、当然、自動化できるところを自動化することによって、

司書さんたちの業務に余裕が出てきたりするところで、司書さんたちの研修とか、そういっ

たところもやりやすくなっていくのかなというふうに考えておりまして、これまで以上に司

書さんたちのレファレンス能力というのを高めていって、自動化と同時に人間が対応する部
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分について強化できていくものというふうに我々は考えているところでございます。 

牧瀬昭子委員 

レコメンドの仕組みというのがより自動化されて、スピードアップも図られるということ

だと思うんですけれども、自分で検索できるようになる分、司書さんとの会話っていうのを

よりやっていく必要があると思うので、自動化されることによって、司書さんたちに余裕が

生まれて、やはり来られた方たちとの対話で、自分で検索して出てこなかったものとかをや

っぱり司書さんたちが見つけてくださるとか、もっとこうじゃないですかっていう、対話が

生まれるっていうことが大事かなと思うんですけど、その辺りはどのようにお考えですか。 

牛嶋英彦教育部次長兼生涯学習課長兼図書館長 

委員おっしゃるとおり、やはり図書館というところは様々な人が来て、そういう司書との

交流、それから今回導入されるシステムには、システム上とかでも市民同士の交流ができる

ような場っていうものも導入することとしておりますので、そこら辺でやはり皆さんが図書

館に来て、自分の探す物が見つかって、学習が進んでいけばというふうに我々も期待してい

るところでございます。 

牧瀬昭子委員 

質問というか要望に近いものですけれども、これが導入されることによって、使い方とか

を利用者の方に説明されると思うんですけど、それと同時に併せて司書さんにもっと聞いて

いいですよとか、こんなことで使ってくださいねとかっていうのをもう少しアピールする、

掲示とか広報の在り方とかっていうのをもっと明確に示していただいたほうが、こういった

ときにどんなことを質問していいのかがよく分からなくて使えない、せっかくのこの宝物を

使えていないっていう感じがありますので、ぜひ整理していただきたいなと思いますけど、

今後の予定とかありましたら教えてください。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

それは司書さんたちに対するケア的なもので、今、御要望だったですけど、それはお答え

できますか。 

何かお答えができればお願いしますけど、なければ御要望で止めますけど。（発言する者な

し） 

牧瀬委員、御要望ということで御理解よろしいですか。 

牧瀬昭子委員 

はい。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

ほかにございませんか。 
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中川原豊志委員 

電子黒板のところで、目的の中に教員の慢性的な負担軽減というふうにあるんですが、実

際、電子黒板を更新するに当たって、先生たちの負担軽減というのはどういうふうなことが

考えられるのか教えていただければなと思います。 

井手崇雄学校教育課長 

教職員の負担軽減はかなり大きなものがあると認識しております。 

まず、子供たちが電子黒板にある動画であったり、インタラクティブなコンテンツであっ

たりするものには、とても興味関心を示します。 

極端な例でいいますと、黒板でチョーク１本で授業する先生と電子黒板があって、いろん

な動画だとか、子供たちと教師との双方向の通信のやり取りができるような機能があるもの

があるのであれば、子供たちはとにかく集中力を高めます。 

だから、まず授業中に不必要な「前を向きなさい」であったり、「あなた何で立ち歩いてい

るの」だったり、そういったことがまず軽減されていくっていうこと。 

それから、授業の中で、我々がもし電子黒板がないとすれば、やはり毎日、子供たちに提

示する画像というか、そういったものを印刷をするとか、配付するもの、それから、黒板に

マグネットで貼るために掲示物をつくること。それは写真だとか、グラフ、表。そういった

ものも全部、まずは電子黒板があると、きちんと明瞭に提示ができるっていうことですね。

そういったことでその作成に係る時間はかなり軽減をされます。 

それから、電子黒板は記録をする機能もございますので、黒板だけですと、昨日からの続

きでまた授業が行われる場合は、再度また板書することも必要なんですよ。今日の目当てか

ら、昨日の目当て何だったっけっていって、目当てを書くとか。そういったことが、電子黒

板であれば記録の機能もついていますので、そういったものを使って、負担軽減がなされる

ということ。 

そういったことなどがございますので、電子黒板が入って、私も実際、担任をしていたと

きにフルに活用していましたが、かなりの軽減が見込まれておりました。 

今後も新たな機能が搭載されたものになりますので、教職員の負担はかなり大幅に軽減さ

れるものと考えております。 

中川原豊志委員 

先生たちの負担軽減というので、昔であればというとおかしいかもしれんけれども、やっ

ぱり担任の先生っていうのが、明日の授業でどういうふうな指導をしようかということで、

準備をするとか、その時間というのがかなり昔はあったのかな。 

それが、電子黒板の導入というふうな形になると、この教科には、明日はこういうふうな
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材料が入っているよとか、そうなってくると、準備が少なくなるのかなっていうふうな気は

個人的にしているんですが。 

電子黒板があるんであれば、今、担任の先生が電子黒板に資料を入れるとかされているの

か、もしくは小学校３年生なら、小学校３年生の算数は何単元であって、この内容が全クラ

ス同じ内容でデータとして入っているのか。その辺、まだ分かんないんです。 

同じようなデータが入っているんであれば、担任の先生というか、先生たちの力量にあん

まり関係なく、どの子供たちも同じような教育を受けられるのかなという気がするんですが。 

今のシステムではどんなふうになっているんですか。 

井手崇雄学校教育課長 

議員が今、お話しされたようなことを私も確かに同様に思います。 

例えば、学年が変わって、新しい授業を毎時間、毎時間行うんで、教材研究だとかをしな

いといけない。 

それが言われるように、データが蓄積をされていれば、いろんな先生方が使うことができ

ます。 

もうこれは学校それぞれで行っているんですが、全ての学校というふうにお答えはできま

せんが、多くの学校で今おっしゃられたことは取り込まれております。 

やはり、学年ごとのフォルダがあって、そこに教科ごと、また単元ごとのフォルダを分け

て、そこに自分が作成した教材をどんどん蓄積をしていく。 

それをまた別の先生が見て、これは使いやすいなっていうものは使う。 

そういうことをされていますし、特に、中学校では３学年しかございませんし、教科担任、

専門的な教科をされますので、もうフォルダの中に４月に授業する内容、５月に授業する内

容で、自分がずっと授業していく内容を保存されて、それを毎年活用されているような状況

だと思います。 

権藤暢道学校教育課参事兼課長補佐兼教育指導係長兼指導主事 

補足をいたしますと、デジタル教科書というものが入っていまして、それを使って、教科

書と同じ内容がパソコンの中に入っていますので、それを提示することで準備も簡単ですし、

それに動画もついていたりしますので、そこについては非常に便利になっているのかなとい

うふうに思います。 

以上です。 

中川原豊志委員 

ありがとうございます。 

ある程度理解できるんですが、せっかく電子黒板が更新されるに当たって、やっぱり同じ
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学年の子たちが同じ教育を受けられる――失礼な言い方かもしれんけれども、担任の力量で

指導内容が変わる可能性があるんじゃないかって思うんです。 

ですから、やっぱり同じ学年の授業は同じ学年の先生たちが共有して、同じ教育をする。 

そのために、電子黒板を使ってどういうふうな教育をしたらいいのかというのをやっぱり

みんなでつくり上げたやつを同じようにすると、子供たちが本当に同じいい教育が受けられ

るのかなと思いますんで、先生たちの負担軽減もそうですが、教育の向上にぜひつなげてい

ただきたいというふうな要望をしときます。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

御要望ということで、お願いします。 

ほかにございませんか。 

田村弘子委員 

３ページの既存電子黒板295台の処分・撤去見込台数とありますけれども、これは今ある全

部のものですか。 

それとも、全部ではなく何割かはまだ使えるものが残ってしまう形ですか。 

佐藤正己教育総務課長 

295台は一部になりまして、直近でコロナ関係で令和になって購入している分とかあります

ので、そういった比較的新しいものについては、活用できるものは活用していきたいと思っ

ております。 

田村弘子委員 

ありがとうございました。 

電子黒板の耐用年数が５年程度というふうに言われているんですけれども、結構もう更新

が必要になってくるという前提での導入という形になってくると思うんですが、電子機器っ

て結構納入されて、使い始めて、不具合があるとか、そういう電子機器っていうのはこうい

う言葉が適切じゃないとは思うんですけれども、当たり外れがあるというところが、私も電

化製品を買うに当たってあるところですが。 

そういうところも契約の際には、しっかりと購入する364台分が正常に稼働して使いこなせ

る状態のものであるように、業者さんとはやり取りができていく形で契約はされますよね。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

補償関係ですか、それも含めてということですが。 

佐藤正己教育総務課長 

基本的には議員が言われましたような対応はしていきたいと思いますし、当然、初期不良

っていうか、もともとの機械の不良であればそれは交換を求めていく形になっていますし、
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使用によってという部分であれば、修繕という形で対応していくようになると思うんですけ

ど。 

当然、364台買ったときに、言われたように、何台かはそういうものがあるかもしれません

ので、そういった場合にはそういう話をしながら対応していきたいと思っております。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

今の御質問の中で、契約に基づいて補償というか、含まれているのかっていうのが若干含

まれていましたけど。 

分かる範囲で。 

佐藤正己教育総務課長 

プロポーザルとか仕様とか、そういう中で具体的な話を詰めていく部分になると思うんで

すけど、当然、導入後１年とかはメーカー保証というのがあります。 

その分は当然、確保していきますし、それ以外で、メーカー保証が切れても初期不良とか、

根本的な機械の不良であれば、そういった部分を話をしていかなければいけないと思ってお

ります。 

田村弘子委員 

今回のこのＩＣＴも電子黒板も含めですけれども、やはり先生の業務の見直しっていうと

ころが、とても軽減されるっていうところにもなってくるんですが、まずはＩＣＴへの理解、

そして使える環境っていうところを整備してからのいろんなものになってくると私自身が思

うので、この補正の内容はすごく使いやすい環境というところが出てくるんだとは思うんで

すが、使いやすい環境になるからこそ、授業前の準備っていうところで、やはり授業中に調

べてしまうっていう先生が、私がそういう授業参観を見てしまったんですよ。 

ですので、便利なものがあるがゆえに、先生たちの直前でもどうにかなってしまうってい

う態度を、子供たちにはあまり見せないでほしいという要望を入れたいと思います。 

あと、最後にもう一点、図書館の相互利用、学校と図書館だけが情報共有、蔵書情報が共

有できるようになるんですか。 

それとも、学校が横並びで共有というか、うちの学校にはないけれども、田代中学校には

あるとかいうのも含まれているんでしょうか。 

佐藤正己教育総務課長 

市立小中学校全部連携できるようになっております。 

田村弘子委員 

ありがとうございました。 

以上で質問を終わります。 
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樋󠄀口伸一郎委員長 

ほかに。 

中川原豊志委員 

確認だけですが、サンメッセに図書館があるじゃないですか。 

そことの関連も一緒ですか。 

牛嶋英彦教育部次長兼生涯学習課長兼図書館長 

委員おっしゃるとおり、サンメッセの図書コーナーについても連携を行うこととなってお

ります。 

牧瀬昭子委員 

関連ですけど、お勧め本が、例えば、自分が鳥栖中学校にいて、隣の中学校に別のお勧め

本があって、これを借りたいってなったときに、それを借りるっていう、そういう仕組みは

もうできているのか。 

あるのは分かったけど、それをどうやって借りたらいいのかっていうところまでもう網羅

した仕組みになっているのか確認させてください。 

辻亮子教育総務課長補佐兼教育支援係長 

現状では、司書さんのほうから、そういう連携ができるとしても、先生とか司書さんだけ

がまず使ってみて、運用として子供たちにも有益っていうか、ちゃんと支障なく使えること

が分かってから子供たちにも使ってほしいという意見を頂いています。 

今まで中学校は特に、ほかの中学校にどういう書籍が所蔵されているのかとかも分からな

かったので、それをまず共有するとどういうふうになるのかの整理から始めたいというふう

に伺っています。 

以上です。 

牧瀬昭子委員 

今後ですけれども、あるっていうのが分かったら、それはやっぱり借りたいというふうに

なると思いますので、その仕組み化をぜひ進めていっていただきたいと思います。 

よろしくお願いします。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

ほかにございませんか。 

西依義規委員 

まず、保護者連絡システムの導入ですけど、使用料の87万2,000円は毎年の使用料で、これ

は１年分の使用料ということですか。 

佐藤正己教育総務課長 
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この分につきましては、今年度は10月から３月までの半年分という形で計上させていただ

いております。 

西依義規委員 

来年度からはこの倍ぐらいになるということですね。 

佐藤正己教育総務課長 

倍になると思います。 

西依義規委員 

それはそれでいいんですけど、図書館のところを聞きたいんですけど、この金額の妥当性

とか、どれを見て我々判断したらいいんですか。 

１億5,000万円っていうのが、いろいろ見積りとか取られたと思うんですけど、どういうの

にまず１億5,000万円なのか。 

もちろんシステムって一括で発注されると思うんですけど。 

まず、プロポーザルで見積りも取られたと思うんですけど、どういうことでこの積算をさ

れましたか。 

牛嶋英彦教育部次長兼生涯学習課長兼図書館長 

１億5,000万円の積算については、当然、業者の見積りなどを徴取した上で積算を行ってお

ります。 

あと、プロポーザルの参加予定っていうのは、基本的にこの図書システムを現在、全国で

運用している業者などを中心に選定を行い、プロポーザルを行うことと予定しているところ

でございます。 

西依義規委員 

今回の図書館のシステムは初めて入れるんですか。 

それとも何かあるものを更新されるんですか。 

全く新しいやつ？ 

牛嶋英彦教育部次長兼生涯学習課長兼図書館長 

現在、図書システムについては既存のシステムが導入されておりますので、それが先ほど

も予算の説明の中で申し上げたとおり、現在まで、大体５年ごとに図書館システムの更新を

行ってきております。 

それがもう既に５年経って、更新時期に来ておりましたので、今回いろいろな機能を付加

したシステムを新たに、先ほど申し上げたＡＩの自動レコメンド機能とか市民交流アプリな

ど、そういった新機能を追加したところで更新を行うことを市のほうで決定をし、今回そう

いったものをプロポーザルにより導入を行っていきたいというふうに考えているところでご
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ざいます。 

西依義規委員 

議会は議決なんで、要はこの予算が適正っていうか、高過ぎないのかとか、いろいろ考え

て審査をしているんですよ。 

それに対してあまりにも予備資料がないっていうか、この１億5,000万円でいろんな機能が

――前回の５年前と10年前は幾らぐらいなんですか。 

システム更新料は。 

牛嶋英彦教育部次長兼生涯学習課長兼図書館長 

今、稼働しておりますシステムにつきましては、リース料、それからサービス料、回線使

用料など含めまして５年総額で2,558万9,000円ほどになっているところでございます。 

西依義規委員 

ということは、これも５年総額の１億5,000万円ということですか。 

牛嶋英彦教育部次長兼生涯学習課長兼図書館長 

今回のシステムについては、導入の費用ということでございます。 

先ほど申し上げました図書システムの2,500万円につきましては、既にあったシステムをず

っと更新してきておりますので、前回の更新のときには、導入費用というのが含まれていな

い費用になっているところでございます。 

申し訳ありません。 

西依義規委員 

何を参考にするのかが分からなくて。例えば近隣自治体、久留米市さんとか小郡市さんと

か佐賀市さんとかにどういうシステムがあって、それがどれくらいで、同じ機能で幾らぐら

い。結局、判断材料を頂きたいんですよね。これが妥当だと、１億5,000万円ぐらいするだろ

うと。それはこういう機能で、前回の5,000万円にはこんなことはなくて、これだったら１億

5,000万円ぐらいするだろうというような妥当性がほしいんですけど、何かないですか。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

もし分かればですけど、ランニングコストよりも、鳥栖市においてこのシステムを導入し

たときの導入経費がもし今そこにある資料の中で分かれば、それをまず１つ目に御提示いた

だければ、比較対照はできるかなと思うんですけど、いかがですか。 

なければいいです。 

導入経費ですね。 

牛嶋英彦教育部次長兼生涯学習課長兼図書館長 

大変申し訳ありません。 
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この既存システムが最初に導入されたのが、30年前に市立図書館が開館をしておりますの

で、そのときに導入されたものをもう５年ずつの、一応バージョンアップをもちろんしなが

ら、更新をしてきているところでございますので、現在、今ここに手元の資料に図書システ

ムのみの導入費用というのは持ち合わせておりませんので、大変申し訳ありません。 

西依義規委員 

もちろん信じてますよ。信じてますけど、例えば、ＡＩっていっても無料で使えるものも

あるし、普通はだんだんだんだん安くなるはずなんですよ。システム的にはですよ。 

ですけど、一向に安くならんし、１億5,000万円って鳥栖市の蔵書数と学校数。じゃあ、う

ちより倍以上の市、久留米市がどれぐらいで、久留米市が１億円ですよと。じゃあ何でうち

は１億5,000万円ってなるじゃないですか。 

そういうものも含めて、今回の予算は妥当だなと思って、やっぱり賛成をしたいんで。 

執行部が我々を説得する材料として、最低限やっぱりそれぐらいは必要じゃないですか。 

１億5,000万円って業者から言われたけん、これで見積り来たけん、これでお願いしますで、

そうですか、じゃあ、もう我々がおる意味がないけんですよ。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

暫時休憩します。 

                                            

  午前11時31分休憩 

                                            

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                            

  午前11時39分開会 

                                            

樋󠄀口伸一郎委員長 

再開いたします。 

佐藤正己教育総務課長 

今回の図書館システムを入れる経緯という形で説明させていただきます。 

最初に、教育総務課から、中学校に図書館システムを入れたいっていうことがきっかけで

始まりまして、それと併せて、そのときはタブレットで中学校とか蔵書の検索ができるよう

なシステムを入れたいっていう話をしておりまして、それと小学校も同時に更新をしたい。 

そういう中で、同時期の今年度になりますけど、市立図書館のシステムも更新時期を迎え

るということで、そうであれば市立図書館と学校の図書館も連携したようなシステムを構築
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したほうがいいのではないかということから始まっております。 

そこの部分でいくと、図書館単体のシステム云々とかではない、いわゆる鳥栖市の部分と

して、初めてそういった新たなシステムを構築するという形で費用とかの積算を出している

状況でございます。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

ありがとうございます。 

これについては近隣自治体との比較っていうものも基準としてっていう質問の趣旨があり

ました。 

ただ、鳥栖市として成り立ってきた、この予算の形成状況としては、なかなか近隣自治体

と比較するのも今の段階ではなかなか難しいということで理解をさせてもらいます。 

西依義規委員 

いろいろ事情があってなかなか比較が難しいということでございましたけど、幾ら国の補

助金が半分入っているとはいえ、市民の税金なんで、ほかにもいっぱい欲しいという担当課

はいっぱいありますんで。 

やっぱりそれがいいように支出されるようにするのは、我々の仕事なんで。 

もし次回からつけれるような資料があれば、ぜひともお願いしたいと思います。 

以上です。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

要望ということです。 

成冨牧男委員 

今の関連ですけど、予算をつくるときに、見積もりとして取られたのは１者だけですか。 

牛嶋英彦教育部次長兼生涯学習課長兼図書館長 

業者の見積りについては１者（31ページで訂正）から見積りを頂いているところでござい

ます。 

成冨牧男委員 

いろいろ話を聞いとったら確かに難しいのは分かりますけど、やっぱりプロポーザルって

言われましたけど、結局そこもプロポーザルの中に参入してくるわけでしょう。参入は認め

てあるわけですよね。 

そうすると場合によっては、むしろここはこうだからって、それこそ、私が言うのもなん

ですけれども、特命随契みたいな形もあり得るかなというふうな気もしたんですよね。そこ

しかないみたいな。 

もしあるのであれば、同じような形での１者だけって――見積りの段階から、やっぱり１
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者っていうのは、どうしてもそこに有利になってしまうんじゃないかと私は思いますので、

今後はそこら辺も考えていただきたいなと思います。 

予算をつくる段階の見積りの話ですね。 

以上です。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

要望、意見ということです。 

ほかにございませんか。 

西依義規委員 

もう一個、この図書館システム、ここに書いてあるんですけど、児童生徒のＧＩＧＡスク

ールタブレットを活用し検索することができるってありますけど、例えば、これは市民の方

が使われるとか、そういったことまで広がるんですか。 

牛嶋英彦教育部次長兼生涯学習課長兼図書館長 

今回の図書館蔵書システムというものについては、市民交流図書アプリっていうスマート

フォンのアプリになりますけれども、これを導入することとしておりますので、当然、市民

の方についてもこういう情報については利用ができるというふうなシステムとなっていると

ころでございます。 

西依義規委員 

あと、これは議会のほうでもいろいろ議論せないかんですけど、議会にも図書室ってある

んですよ。 

なかなかうまく機能できていないんで、できたら、今度御相談で、議会図書室ともシステ

ムを連携していただいて、ここでも市民の方が自由に利用できる図書室ってなってうますん

で、今後まず議会で話し合うので、そのときはぜひよろしくお願いします。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

これについては御要望ということで、ぜひ前向きに、私のほうからもお願いを申し上げて

おきます。 

ほかに。 

牧瀬昭子委員 

先ほど、市民の方が使えるようになりますよというお話だったんですけど、図書館の中で

使えるようにするためにはやっぱりＷｉ－Ｆｉがないと、なかなか難しいと思うんですけど、

今後Ｗｉ－Ｆｉのシステムは図書館の中で利用できるようになるっていうことでよろしかっ

たですか。 

牛嶋英彦教育部次長兼生涯学習課長兼図書館長 
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Ｗｉ－Ｆｉについては、本年の２月から図書館内については運用を開始しておりますので、

当然、それを利用していただいて、活用できるかというふうに考えております。 

牧瀬昭子委員 

運用されているということで大変失礼いたしました。 

どなたでも使えるように今後なっていきますよっていうことで、ありがとうございます。 

小中学校のＩＣＴの環境整備事業で１つ聞き忘れたので、すいません。 

３番目の小中学校ネットワークの関連ですけれども、タブレットを皆さん一斉に使うから、

そういうことが遅くなるっていう話があったと思うんですけど、併せて教室ではなくて、職

員室で使ってある、特に教頭先生が使ってあるシステムが大変遅くて使い勝手がとても悪い

という話を聞いてきたのですけれども。 

その辺りも改善されるということでよろしいでしょうか。 

確認です。 

辻亮子教育総務課長補佐兼教育支援係長 

今回出しているものは、学習系のタブレットのネットワークの分になっているので、職員

室で先生方が公務で使われているものが別のネットワークになります。 

先ほど申し上げました学校でのＩＣＴの環境の現状の御意見を伺った際にも、こちらでも

そういう御意見を伺いまして、公務のネットワークの業者のほうに確認をしていただいて、

ここが原因じゃないのかというところの改善をさせていただいております。 

あと、去年の夏頃にネットワークの更新などをしているので、それ以降、市教委のほうに

は遅いとか、今までよりも苦情というか、そういう御意見を頂く回数は減っている、そうい

う改善の対応はさせていただいております。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

ほかにございませんか。 

    〔発言する者なし〕 

質疑を終わります。 

総括、採決に入りますので準備のため、暫時休憩をいたします。 

 

  午前11時39分休憩 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  午前11時48分開会 
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樋󠄀口伸一郎委員長 

再開いたします。 

先ほどの議案審査における質疑の中で、一部、御答弁のほうに修正がある旨の通告があっ

ておりますので、これをお受けしたいと思います。 

牛嶋英彦教育部次長兼生涯学習課長兼図書館長 

先ほど成冨委員のほうから御質問がありました、図書館システムの費用の見積りに関して

の御質問の中で私の答弁に誤りがございましたので訂正をさせていただきます。 

答弁の中で１者の業者見積りにより今回の予算を積算したというふうに答弁申し上げまし

たが、こちらについては、国のデジタル田園都市構想交付金を申請するに当たりまして、コ

ンサルタントの業者に申請用の設計を依頼しておりまして、その設計された金額を基に今回

の予算を提出をしておりましたので、正確には業者の見積りということではございませんで

したので、訂正をいたします。 

よろしくお願いいたします。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

質疑は終わっておりますので、今の修正に対して御意見等があれば、お受けいたしたいと

思います。 

成冨牧男委員 

分かりました。 

デジ田交付金、こういう事業っていうのは、もういろんな国策みたいな形で来ているわけ

ですよね。 

今、言われたとおり、独自では動けない、鳥栖市のっていう意味もあったかもしれません

けど、独自であって、教育委員会では決められないという話だったとは思いますが、今はも

う補助金も昔はどっちかというと、ああいうハードの大きな工事とか、今もありますよね、

国土強靱化とかいうのが一時はやりましたけど。 

そういうものもありますけど、今どっちかっていうと、そういうソフトの部分で国と、し

かるべきそういう事業者さんとの関係があんまりよろしくない形で深まっているような感じ

もします。 

そしてまたさらに何かあったときには、国が地方自治体に指示できるっていう、地方自治

法の改正案も今、国会に上程されていますよね。 

そんなところが非常に気になりますので、やはり自治体としては、ここは教育分野ですけ

れども、言うべきところは言うという姿勢を貫いていただきたいなと思います。 
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終わります。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

それでは、答弁訂正及び御意見までということで、一旦これをもって改めて質疑は終わり

ます。 

暫時休憩します。 

 

  午前11時51分休憩 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  午前11時52分開会 

 

樋󠄀口伸一郎委員長 

再開いたします。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                            

  総   括 

        

樋󠄀口伸一郎委員長 

これより総括を行います。 

議案についての質疑は終了いたしておりますが、審査を通じ総括的に御意見等がございま

したら、御発言をお願いいたします。 

    〔発言する者なし〕 

総括を終わります。 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

  採   決 

                                          

樋󠄀口伸一郎委員長 

これより採決を行います。 
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∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

   議案乙第16号令和６年度鳥栖市一般会計補正予算（第１号） 

                                          

樋󠄀口伸一郎委員長 

議案乙第16号令和６年度鳥栖市一般会計補正予算（第１号）について採決を行います。 

本案中、当文教厚生常任委員会に付託された関係分につきましては、原案のとおり可決す

ることに御異議ありませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。 

よって、議案乙第16号令和６年度鳥栖市一般会計補正予算（第１号）中、当文教厚生常任

委員会に付託された関係分につきましては、原案のとおり可決いたしました。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

 

  報告（スポーツ振興課） 

 

   市民公園整備基本計画における体育施設について 

 

樋󠄀口伸一郎委員長 

続きまして、議案外の報告をお受けいたしたいと思います。 

報告に関連のない職員さんにおかれましては、御退室をいただいて構いませんので、少し

だけお時間を取ります。 

休憩します。 

                                          

  午前11時52分休憩 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  午前11時53分開会 
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樋󠄀口伸一郎委員長 

再開いたします。 

それでは、御報告をお願いします。 

石丸健一スポーツ文化部長 

市民公園の整備基本計画につきましては、当時、都市計画課でございますけれども、都市

整備課のほうで業務委託をいたしまして、３月20日に業務として完了いたしております。 

その後、その成果品を基に庁内協議を行いまして、スポーツ施設を含む基本計画について、

図について決定をいたしております。 

本日はスポーツ施設分について、御報告をさせていただきたいというふうに思っておりま

すので、よろしくお願いいたします。 

小川智裕スポーツ振興課長 

それでは、市民公園整備基本計画における体育施設について御報告をさせていただきます。 

まず、サガン鳥栖Ｕ―15練習環境整備について御報告をさせていただきます。 

資料をよろしいでしょうか。 

真ん中下のところにサガン鳥栖Ｕ―15練習場、こちらのほうが練習場となっております。 

こちらの練習場といたしましては、フル規格のグラウンド、これが南北に配置をされる。 

で、人工芝で整備をされることとなっております。 

グラウンドの周囲につきましては、高さ10メートルのフェンスで囲われ、ＬＥＤの夜間照

明が四隅に設置されるということでお伺いをしております。 

また、グラウンド以外、このアンダーの練習場の北側になりますけれども、こちらのほう

に管理棟、あと東側に駐車場が整備がされるようになっております。 

なお、練習場までの動線につきましては、市民公園の園路を活用される予定ということで

お伺いをしております。 

次に、市民プールについて御説明をさせていただきます。 

市民プールにつきましては、令和６年３月定例会一般質問におきまして、老朽化が激しく、

利用者の安全面、衛生面の確保が困難であることから、本年度、令和６年度も開設しないこ

と。 

また、今後速やかに方針決定を行うことをお答えをさせていただいていたところでござい

ます。 

その後、庁内協議を踏まえまして、廃止の方針を決定いたしております。 

廃止する条例、こちらにつきましては、解体に合わせて行うことを予定しているところで
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ございます。 

なお、廃止後の跡地の活用、こちらにつきましては、後ほど御説明をさせていただきます。 

次に、市民公園内の体育施設の整備について御報告をさせていただきます。 

まず、市民公園内における整備につきましては、先ほど部長も御説明させていただきまし

たけれども、市民公園の整備基本計画において、スポーツ施設エリアとしてゾーニングをい

たしております。 

基本計画図、お手元の資料の真ん中の下になりますけれども、市民球場とサガン鳥栖アン

ダー練習場の間、こちらのほうがスポーツ施設エリアとなっております。 

このエリアは体育施設の整備工法を複数想定したゾーニングとなっております。 

スポーツエリア内における体育施設の整備につきましては、今後、様々な事柄を勘案しな

がら検討してまいりたいと考えております。 

なお、市民プール部分につきましては、西側部分、今スライダープールとかがあるところ

になりますけれども、こちらにつきましては、健康遊具等を整備する健康広場を予定してお

ります。 

今の50メータープール、管理棟があるところ、こちら東側部分になりますけれども、こち

らがスポーツ施設エリアの一部となります。 

具体的には、このスポーツ施設エリアで書いているところから下側の部分ですね。 

こちらが管理棟から50メータープールになる部分になります。 

で、市民プールにつきましては、先ほど御説明させていただきましたとおり、廃止の方針

でございます。 

老朽化していることから、解体につきましては、国の社会資本整備総合交付金の活用を検

討しております。 

この社交金を活用するに当たりまして、解体後の活用策が必要となっております。 

スポーツ施設エリアにつきましては、施設工法を複数想定したゾーニングとなっておりま

すが、スポーツ施設エリア南側につきましては、社交金を活用した解体及び整備を行う――

現、管理棟と50メータープールの部分になりますけれども――行うため、当面の間、健康広

場と一体的に使用できる芝広場等としての整備を考えているところでございます。 

また、体育施設の整備、全体的な話といたしましては、懸案事項としてございます、多目

的グラウンド等、こちらにつきましては、市民公約（同ページで「市長公約」に訂正）でも

あり、庁内各課と連携を深め、引き続き整備に向けて検討してまいりたいと考えているとこ

ろでございます。 

以上、市民公園整備基本計画における体育施設について、御報告を終わらせていただきま
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す。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

ありがとうございます。 

すいません、１点だけ。 

多目的グラウンドにおいては市民公約っていうふうに御発言があったようですけど。 

小川智裕スポーツ振興課長 

大変申し訳ありません。 

市長公約でもありということで、御説明するべきところでございました。 

失礼いたしました。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

それでは、昼食のために暫時休憩に入ります。 

 

  午後０時１分休憩 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  午後０時２分開会 

 

樋󠄀口伸一郎委員長 

再開いたします。 

ありがとうございました。 

この際ですので、委員の皆様から確認をしておきたいこととかがありましたらこれをお受

けしたいと思います。 

よろしくお願いします。 

中川原豊志委員 

まず、Ｕ―15の練習場ですが、実際、市民公園の土地がどのくらいぐらいこの中に――要

は県のほうに含まれているのか。 

その土地について、譲渡するのか、貸すのか、もしくはその辺の県の土地と市の土地と交

換するのかとか、まず土地のところについて確認をお願いします。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

県との兼ね合いですね。 

時田丈司スポーツ振興課長補佐兼施設係長 
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市民公園の今回のこのグラウンド整備に係る分で、約2,100平方メートルって聞いておりま

す。 

石丸健一スポーツ文化部長 

Ｕ―15のグラウンドの下のほうですね、下のほうが市有地が引っかかるところでございま

して、今申し上げた平米数になります。 

その分については、上のほうに遊具広場とか芝生広場っていうふうに記載していますけど、

ここが県有地でございます。 

そちらのほうを取得するということで話を進めるようにはしておりますけれども、現在そ

こまで行っておりませんで、当分の間、多分貸すような形で進んで、最終的には今申し上げ

たこの上の緑の部分ですね、こちらの分を取得したいということで、県のほうにお話はして

おります。 

以上でございます。 

中川原豊志委員 

当面の間は貸して、後々、芝生広場、遊具広場と交換するというか、というイメージでい

いのか。 

石丸健一スポーツ文化部長 

実際にお金のやり取りがあるのかどうかあれですけれども。 

イメージ的には土地の交換的な形になるかと思います。 

ただ、市のほうが取得する面積が多いので、そこで相殺するような形になるかと思います。 

中川原豊志委員 

了解です。 

あともう一点、スポーツ施設エリアについては断言はされないんでしょうけれども、健康

スポーツセンターの予定地でもあったところですが、健康スポーツセンターを建設する予定

があるのかないのかというのは、まだ具体的に方向性は出ていないということですか。 

石丸健一スポーツ文化部長 

現時点では既に出来ております実施設計については、もう利用が困難というふうに一般質

問でも答弁させていただいております。 

で、ここのもともとの予定地については、現時点で何も扱わないっちゅうか、現状のまま

ということで、先ほど課長が申し上げたように、体育施設も含めて検討するような形になり

ますので、現時点でどうというのが決まっておりません。 

以上でございます。 

中川原豊志委員 
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まだ健康スポーツセンターになるかもしれないという要素は残っているのか、残っていな

いのかだけ確認をお願いします。 

石丸健一スポーツ文化部長 

建設可能な土地としては残るということでございます。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

これにおいては、我々も事前に御説明を聞いた中で、様々な想定ができる状態ではあるん

ですよ。 

かといって、様々な可能性が全部断言、もうゼロだとも言えない。 

かといって100とも言えないっていう、この先じゃないとどうしても分かんないという状態

で、細かいところになればなるほどお答えがしかねるような状態なんですね。 

ただ、可能性としては今部長から答弁頂いたように、ゼロじゃないってことですよ。 

ただ、ゼロじゃないものっていうのはたくさんあるので、ここに書いてあるようにスポー

ツエリアなので。 

だから、そこも含めて全てのものを含めて、これから検討をされるというふうに聞き及ん

でおります。 

ここが多分一番長くなるんで、一般質問等を通じて市長に聞くとか、そういうことはでき

ますんで、そういう機会も通じて、議員さんのそれぞれの立ち位置で御質問とかしていただ

ければと思います。 

中川原豊志委員 

あと、健康広場のところにスライダープール等あって、解体という話ですが、この解体の

時期については、ある程度明確になってきているのか。 

できれば早めにやっていただきたいなと。 

危険性とか老朽化とかもあるんで、早めにやってほしいなという気持ちがあるんですが、

その辺はどこの辺まで。 

小川智裕スポーツ振興課長 

解体につきましては、都市整備課のほうで今後検討を進められます。 

大まかなスケジュールといたしましては、社交金を活用するために令和７年度から解体に

係る設計費用等を予算化して設計に移りまして、早ければ令和８年度から実際の解体のほう

に入るというようなスケジュール感ということで……（発言する者あり） 

樋󠄀口伸一郎委員長 

よかですか、お答えいただいて。 

何かありますか。 
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中川原豊志委員 

できれば少しでも早くできる方法を考えていただきたいと要望しておきます。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

早期対応の御要望ということです。 

ほかにありませんか。 

牧瀬昭子委員 

プールが出来ないということでもういいんですか。 

石丸健一スポーツ文化部長 

プールが出来ないということではなくて、体育施設については様々な検討をしているとい

うことで、出来る出来ないじゃなくて、先ほど申し上げたように、建てられる土地としては

あるということでございます。 

今、まだ絞り込めてないというふうに思っていただければと思います。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

補足しますと、プールが出来ないとも言えないんですけど、プールが出来るとも言えない。 

可能性としてあるんですけど、逆に言うと、プール以外のものを建てることはできる土地

であるっていうことですね。 

戻しますよ。 

牧瀬昭子委員 

先ほどお話の中で、先々とかいう話になったんですけど、その辺りのタイミングとかって

いうのは、もう市長に聞かないと分からないということですか。 

石丸健一スポーツ文化部長 

先ほど少し申し上げましたけど、ほかの体育施設、多目的運動広場、そういうものと併せ

て現在検討をしておりますので、具体的な時期というのが現段階でちょっと言える状況では

ないということでございます。 

牧瀬昭子委員 

これもお話の中で、体育施設に関して様々な観点から、事柄を勘案しながらというお言葉

がありましたけど、その中身っていうのは様々な事柄っていうのはどんなことでしょうか。 

石丸健一スポーツ文化部長 

一つはまず市長公約。 

それから、あと施設については、何でもあったほうがいいんですけど、やはりお財布、財

源には限りがありますので、優先順位をどうしてもつけていく必要があるかというふうに思

います。 
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ですので、その優先順位、造る造らんももちろんありますけど、造るにしても、優先順位

をどうするのか、財源をどうするのか、どこにするのか。 

というところを現在、様々検討している状況でございます。 

樋󠄀口伸一郎委員長 

よろしいですか。 

ほかにございませんか。 

    〔発言する者なし〕 

よろしいですね。 

    〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

それでは、議案外の報告はこれで終わります。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

樋󠄀口伸一郎委員長 

以上で本日の日程は終了いたしました。 

なお、委員長報告につきましては、正副委員長に御一任いただくことでよろしいでしょう

か。 

    〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

異議なしと認めます。 

それでは、委員長報告につきましては、正副委員長に御一任いただくことに決しました。 

                                          

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

                                          

樋󠄀口伸一郎委員長 

それでは、これをもちまして令和６年５月臨時会の文教厚生常任委員会を閉会いたします。 

                                          

  午後０時12分閉会 
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